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イオンは、「小売・流通業から
お客さま第一の『顧客満足業』へ
生まれ変わる」ことを掲げ、
あらゆる面において顧客満足化を図ることを
グループ一体となって推進していきます。

２００６年度方針より



１．取り巻く環境の変化１．取り巻く環境の変化



（１）食品業界を取り巻く環境（１）食品業界を取り巻く環境

－食品衛生法によるアレルゲン
表示の義務化
－輸入食品の添加物調査

－産地偽装事件の多発
－優良誤認事件の発生
－賞味（消費）期限などの
間違い(偽装)

□□アレルゲン表示アレルゲン表示

－食品表示に対する消費者の
信頼低下
－安全性への関心の高まり

□消費者ニーズの多様化と□消費者ニーズの多様化と

食品への信頼低下食品への信頼低下

食品製造から流通経路の品質食品製造から流通経路の品質
管理強化の必要性管理強化の必要性

消費者への安心を与える情報消費者への安心を与える情報
提供の必要性提供の必要性

□□偽装表示など不正問題の偽装表示など不正問題の

多発多発

食品業界を取り巻く環境は著しく変化しており、消費者への安心を与えるために、生産・流通履歴の適切な記録と

管理の仕組みが求められている。

外部環境の変化外部環境の変化外部環境の変化

課題課題課題

商品に関するアレルゲン、商品に関するアレルゲン、
添加物の情報を管理・提供する添加物の情報を管理・提供する
仕組みの必要性仕組みの必要性

□ポジティブリスト対応□ポジティブリスト対応



札幌市での調査結果（２００２年６月）

①農薬や肥料の使用状況 91.9% 
②産地の国、県名 90.3% 
③収穫日 64.5%
④品種名 53.2%
⑤生産者名 41.9%
⑥表示内容等の証明書 38.5%
⑦流通経路の市場など業者名 29.0%
⑧流通途中の温度履歴 25.8%   

※）調査実施機関 ： 酪農学園大学BSE研究会（酪農学園大学細川教授）

消費者への安全・安心を与える情報提供は必要である。

消費者アンケート調査結果より

東京都文京区での調査結果（２００２年７月）

①産地の国、県名 94.2%
②農薬や肥料の使用状況 82.1%
③収穫日 55.1%
④品種名 46.1%
⑤生産者名 42.9%
⑥表示内容等の証明書 27.6%
⑦流通経路の市場など業者名 20.5%
⑧青果物の知識メモ 25.8%   

（２）（２）消費者への安心を与える情報提供の必要性①

消費者の食料品に対する安全性の関心は高まっており、情報提供の必要性は高まっている。

これらの情報は、消費者の購買行動に大きなインパクトを与えることが考えられる。



６

※）調査実施機関 ： 酪農学園大学BSE研究会（酪農学園大学細川教授）

消費者は、購入時の紙・ラベルでの簡易な確認を期待

消費者が望む情報表示とは？ （消費者アンケート調査結果より）

東京都文京区での調査結果（２００２年７月）

①紙での提示 67.1% 
②表示内容を書いた紙の配布 9.2% 
③質問に答える店員の配置 9.2%
④紙での提示＋紙の配布 3.3%
⑤紙での提示＋質問対応店員配置 3.3%
⑥検索用パソコンを設置 2.6%

（２）（２）消費者への安心を与える情報提供の必要性②



（（３３））商品に関するアレルゲン、添加物の情報を管理・提供する仕組みの必要性

アレルゲン、添加物表示は、間違えない、不正表示が行えない仕組みを作ることが求められています。

食物アレルギーある消費者にとっては、間違いは大きな事故につながり、正しい表示が求められるため、

フードチェーンでは、素材レベルまで調べ上げ、情報の登録及び提供する仕組みが必要です。

素材

アレルゲン

WEB公開

添加物

安心情報閲覧
・産地情報・紹介
・栽培暦
・統計情報

店頭端末

消費者消費者

食品メーカー ラベル表示
・アレルゲン
・添加物

・栄養成分

食品業界食品業界

原材料の生原材料の生
鮮履歴情報鮮履歴情報
登録登録

受入、加工（配合、成形、フ受入、加工（配合、成形、フ
ライヤー、充填、殺菌、解ライヤー、充填、殺菌、解
凍）、出荷情報をロット単位凍）、出荷情報をロット単位
に登録に登録



（（４４））食品生産から流通経路の品質管理強化の必要性

小売業は、加工した商品の一部に品質問題があった場合、企業の信頼性を損ない、ひいては企業の存在そのものを

揺るがす可能性がある。従って、リスクマネジメントの一環として、生産から流通経路の品質管理強化が求められる。

情報の信頼性の向上情報の信頼性の向上情報の信頼性の向上

食品の安全性向上への寄与食品の安全性向上への寄与食品の安全性向上への寄与

業務の効率性の向上への寄与業務の効率性の向上への寄与業務の効率性の向上への寄与

生産者 製造者 加工／流通業者 消費者

生鮮品、生鮮加工品の流通経路

ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨの仕組みﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨの仕組み

関係省庁／第三者機関

品質管理強化の必要性品質管理強化の必要性品質管理強化の必要性



11「食生活における健康・安心安全志向」「食生活における健康・安心安全志向」
・食に対する志向のうち特に強いのは「健康・安全志向」が59.1％、次いで「手作り
志向」34.5％、「国産志向」が30.3％。
・「健康・安全志向」や「手作り志向」「国産志向」は40才以上の方が志向が強く
「美食志向」や「経済性志向」「簡便化志向」「ダイエット志向」は30才以下のほう
が高い。

食に対する志向で特に強いと思うもの
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高級志向

外食志向

ダイエット志向

簡便化志向

経済性志向

美食志向

国産志向

手作り志向

健康・安全指向

（％）

・健康、安全志向が非常に高く
商品のﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨｰ等の管理
が商品価値に。
・手作り志向には、調理工程の
改善（いわゆる職人の工程の
踏襲）を着実に進める。

統計データにみる消費者意識



22「中食における健康への食意識調査」「中食における健康への食意識調査」
Ｑ1.惣菜購入選択基準は何ですか？
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美味しさ 価格
消費

期限

栄養

バラ ンス
メニュー 素材

ヘル

シー
原産地 カロリー

盛り

付け
その他 不明

全体 72.5 70.5 44.7 41.8 38.7 37.8 23.5 18 14.3 9.5 3 0.8

20代 75.8 79.2 41.7 48.3 43.3 31.7 25.8 14.2 21.7 10.8 2.5 0

30代 70.8 85 40 45 45.8 25.8 21.7 8.3 7.5 6.7 4.2 0

40代 70.7 70.7 43.9 38.2 44.7 36.6 18.7 22 13 14.6 0.8 0.8

50代 74 59.3 48 36.6 33.3 47.2 23.6 17.9 11.4 8.1 3.3 3.3

60代
以上
71.1 57.9 50 41.2 25.4 48.2 28.1 28.1 18.4 7 4.4 0

購入する選択基準は

２０代、３０代・・・「価格」
と「美味しさ」が圧倒的！

ところが
40代、５０代になると
・・・「素材」「栄養ﾊﾞﾗﾝｽ」
を挙げる率が大幅UP!

日本惣菜協会
2004年版惣菜白書より抜粋
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中食でもより
「健康に配慮した」
「野菜料理」
がほしい人が１，２位

Ｑ2.中食に対して要望したいこと（複数回答）

分類 件数 首都圏 近畿圏

健康に配慮したもの 79 47 32
野菜料理 42 28 14
魚料理 26 16 10
主食 20 14 6
揚げ物 17 14 3
サラダ 15 10 5
安全 15 10 5
有名店のもの 13 6 7
旬のもの 12 6 6
スープ 11 9 2
豆腐、豆乳 11 8 3
本格 11 8 3
郷土料理 10 6 4
多国籍料理 10 8 2
肉料理 10 3 7
家庭の味 9 9 0
デザート 8 7 1
一人分 7 6 1
子供が好き 6 3 3
家で作れないもの 5 2 3
豆料理 5 3 2
少量 4 1 3
前菜 4 2 2
レバー料理 3 3 0
多品目入り 3 3 0
その他 11 5 6

Ｑ3.今後、中食でほしい惣菜ベスト３
（自由回答・複数記入）

日本惣菜協会
2004年版惣菜白書より抜粋（ｎ＝900）



２．内部環境（課題）２．内部環境（課題）



（２）現行業務の課題①（２）現行業務の課題①

ＪＡＳ法・食衛法・ＪＡＳ法・食衛法・農薬取締法農薬取締法
の改正・施行の改正・施行

法的規制は改正されつつあり、現行のプロセスでは問題があるため、プロセス見直しを迫られている。

「食品等事業者の責務」が明確化
・通常時の措置
－知識及び技術の習得
－原材料の安全性の確保
・自主検査の実施
記録の作成・保存
危害発生時の措置

食品衛生法の改正・施行

・トレーサビリティへの対応
原料原産地表示拡大への対応

ＪＡＳの改正・施行

・違法農薬の販売に対する販売者への
回収等の命令
・農薬登録と残留農薬基準の整合性確保

農薬取締法の改正・施行

新プロセスの再構築

栄養成分計算表

原料細菌検査結果

商品細菌検査結果原材料カルテ

商品カルテ

工場調査報告書

商品確認ｶｰﾄﾞ商品保証書

商品表示確認

保存検査データ

イオン仕様書(PC/店内)

現行のプロセス現行の管理
体制

・微生物検査
が主、その他
は記録のみ
・検査結果判
明後、出荷 →
不可能

品質保証
体制の構築

・ＨＡＣＣＰの導
入
・一般衛生管
理プログラム
の導入

管
理
業
務
の
問
題

施
策



計量機マスター

単独ﾏｽﾀｰ 単独ﾏｽﾀｰ 単独ﾏｽﾀｰ 単独ﾏｽﾀｰ

ＰＣ① ＰＣ④ＰＣ③

生鮮台帳（ＧＯＴ）

ＥＯＳフレッシュ

店舗

ＧＯＴ

電子メモ

現・生鮮システム ＥＯＳ-Ａ登録票

ＥＯＳ-Ｂ登録票

本部生鮮台帳
登録票

地区生鮮台帳
登録票

本部計量機Ｍ
登録票

地区計量機Ｍ
登録票

ＷＭＳ
製品マスター
登録票

ＷＭＳ
原料マスター
登録票

ＷＭＳ
中間品マスター
登録票

店舗発注データ

商品部管理マスター

メーカー

ＦＡＸ

メーカー
発注書メーカー
発注書

商品部発注

製造・在庫 製造・在庫 製造・在庫 製造・在庫

納品予定
連絡ＦＡＸ

計量機

ＰＣ②

週間発注のタイミング
では、調達不可能

GMS・J-MV・G-MV個別管理
☆純生鮮品＝FAX（一部ＷＥＢ-ＥＤＩ）

ＦＡＸ商品部・センター・店舗・取引先・情報システムで
複雑な運用（個別にﾏｽﾀｰ登録）を実施
⇒ 無駄な経費を使い「安全が担保出来ない」

（２）現行業務の課題②（２）現行業務の課題②



業務

プロセス
情報のフローモノのフロー

メーカ
製造工場

センター① センター② センター③

Ａ Ａ‘ ＡＡ‘

ＡＡ‘

Ａ Ａ‘ Ａ Ａ‘ ＡＡ‘

ｾﾝﾀｰ
加工

ｾﾝﾀｰ
入荷

入荷

在庫

ﾒﾆｭｰ化
（加工）

陳列

販売

Ａ ＡＡ‘ Ａ’ Ａ ＡＡ‘ＡＡ‘ Ａ’

店内

ＡＡ‘ Ａ ＡＡ‘ＡＡ‘

店頭

ﾛｯﾄ統合

ﾛｯﾄ分割

ﾛｯﾄ分割

複合ﾛｯﾄ構成 単ﾛｯﾄ構成 複合ﾛｯﾄ構成

ＡＡ‘ Ａ ＡＡ‘

販売 回収、廃棄 販売

発注

製造

小売企業 発注ﾛｯﾄ
発注

原材料関連登録

商品部

栄養成分計算表原材料ｶﾙﾃ

原料細菌検査結果 商品細菌検査結果

商品ｶﾙﾃ 店用作業手順書

品質管理部

商品関連登録

商品製造仕様書 栄養成分計算表

品質関連登録

ｾﾝﾀｰ入荷ﾛｯﾄ ｾﾝﾀｰ加工ﾛｯﾄ

ｾﾝﾀｰ出荷ﾛｯﾄ

店入荷ﾛｯﾄ 店加工ﾛｯﾄ

販売

売変 廃棄

回収 プライスカード

ＰＯＰ 陳列位置

入荷、加工、出荷ﾛｯﾄ登録

セット化

Ａ

販売

Ａ

販売

分割販売

モノと情報のフローイメージを以下に示す。モノと情報の連携を中心に業務プロセスの見直しが必要である。

モノ・情報のフローの整理モノ・情報のフローの整理

（２）現行業務の課題③（２）現行業務の課題③



３．３．取り組むべき施策取り組むべき施策



（１）業務改善を目的としたシステムの検討①

「仕様書管理・正確な表示」支援システム構築について、以下の全体像を想定。

・仕様書とは、商品の構成原材料、製造方法、品質表示等に関する規格を定義したものとします。

・規格については、イオン品質管理基準に沿ったものとします。

生産履歴
管理

仕様書管理仕様書管理

＊取引契約管理
＊品質承認
＊仕様書管理
＊マスタ連動
＊履歴照会
（＊包材･資材管理）

マスタ
管理

統合ﾏｽﾀ統合ﾏｽﾀ

トレーサビリティ
（生産、流通、加工、販売の履歴管理および実績管理）

原料品

（産地）

加工品

（取引先）

生鮮ｼｽﾃﾑ
需要集約
受発注
管理

PC *
物流

ＰＢ商品開発
着手申請書（開発骨子）

承認会議
ＰＢ商品開発

着手申請書（製造委託）

＊PC:ﾌﾟﾛｾｽｾﾝﾀｰ

ＰＢ商品開発着手申請書
（納品前品質検査）



・仕様書管理 （登録業務） ①１次フェーズ ②２次フェーズ ③３次フェーズ

＜機能概要＞責任を明確化する、承認プロセスを導入する。

商品部

地区 本部

共通マスタ
（仕様書管理マスタ）

品質管理

お取引先 品質管理

製造 販売（製造）

ｾﾝﾀｰ 店舗

商談
工場検査報告書
栄養成分計算表
原材料料カルテ
原料細菌検査結果

①ｴﾝﾄﾘBOX 内容確認（承認）

①②仮マスタ

②品管承認

商品ｶﾙﾃ
商品確認ｶｰﾄﾞ
商品細菌検査結果
商品表示確認

仮ﾏｽﾀ精査承認

③本登録
（基本属性）

既存商品ﾏｽﾀ登録

③本登録
（関係依存属性）

既存ﾏｽﾀ
EOS

連動

WMS
商品M・
計量器M

商品ﾏｽﾀ登録

登録票登録票

計量器M

品管対象外商品

通知

通知

仕様書管理からマスタ管理概念図仕様書管理からマスタ管理概念図仕様書管理からマスタ管理概念図

連動
連動

TVｶﾀﾛｸﾞ連動EAI

採用承認
（商品部長）

（１）業務改善を目的としたシステムの検討②



仕様書DB
（②品管承認）

ＧＭＳ店舗
店舗計量器マスタ

③商品マスタ
（基本属性）

統合商品マスタ

品質管理センター

取引先

取引先

取引先

取引先

仕様書DB
（①エントリBOX)

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

仕様書DB
（①②仮マスタ)

①フェーズ１

品質管理部

商品部

生鮮MDシステム
ＧＭＳ商品マスタ

③商品マスタ
（関係依存属性）

②フェーズ２

③フェーズ３

商品部長
【採用承認】【内容確認】

②WF決裁
DB

③計量器マスタ
連携ファイル
CSV/XML

生鮮センター
マスタ

③GMS商品マスタ
連携ファイル
CSV/XML

③生鮮マスタ
連携ファイル
CSV/XML

EAI

WebMethods

③
連
携
フ
ァ
イ
ル
作
成

※フェーズ３は各種連携ファイルを
バッチ作成＆出力迄。
EAI機能はEAI機能を持つシステム
へ渡して別途集約

専用入力画面

専用入力画面

（２）（２）eBASEeBASEを活用したシステム概念図を活用したシステム概念図
イオン株式会社お取引先さま

連携

Firewall

Web
サーバー



原材料プラグイン
原材料
規格書

原材料
調査表

商品プラグイン

商品
規格書

原材料
調査表

基本情報画面

包材表示情報画面

原材料リスト画面

製造・品質情報画面

マスター化した原材料を
検索して配合を作成

基本情報画面

包材表示情報画面

配合作成画面

製造・品質情報画面

原材料データベース（原材料ボリューム）

商品データベース（商品ボリューム）

商品データベース
（原材料リスト含む）

商品データベース
（原材料リスト含む）

eeBB--foodsfoodsの機能（原材料・商品データ管理）の機能（原材料・商品データ管理）

承認した原材料
をマスター化

（２）（２）eBASEeBASEを活用したシステム概念図を活用したシステム概念図



４．現在の進捗状況と今後の展開について４．現在の進捗状況と今後の展開について



（１）説明・進捗

お取引先さまへの 概要説明会；２００６年７月末・終了

操作説明会；２００６年９月末・終了
約１０００社／２５００社中

商品部員への 概要説明会；２００６年７月中・終了

操作概要説明会；２００６年１０月中・終了

具体的操作説明会；現在実施中

約４００人／１０００人中

※アシスタント含む

今後の展開手法
トレーナー制導入

近畿

東北 各地区

１～２人

（５～１０人）

北海道

関東

総合窓口（２人）

各部門１人（５人）

本社

デリカ

兵庫

デイリー畜産水産農産

縦の指示系統

横の指示系統

各セクションに責任を分担し、

商品特性として、「縦の系統」

組織集団として、「横の系統」を組織化し、展開実施



（２）「仕様書」収集・作成

お取引先さまからの「仕様書」データの送信お取引先さまからの「仕様書」データの送信

・既存商品「仕様書」の一括収集

⇒ 一括承認し、データベースへ取り込む

・新規商品「仕様書」の収集

⇒ 通常の運用方法にて実施

～ １０月末日

１１月１日～

商品部員による「仕様書」データの作成商品部員による「仕様書」データの作成

・インストアの既存商品、新規商品「仕様書」の作成

・センターの商品「仕様書」の作成

（製造委託契約商品仕様書 含む）

１１月１日～




